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 さん（フェリアン 副所長）
　人権อҭઐ໳３࠲ߨでは、ϑΣϦΞン ෭所௕の௡ଜ ͞܆Μに、「人権のࢹ఺からอޢ者ࢧԉを͑ߟる」
と題して、͝ߨԋいただき·した。ߨԋでは、࣮ફ例をもとにอޢ者のࢥいを大੾にしたอޢ者ࢧԉな
どについて具体తにお話しいただき·した。ࠓճは、ߨԋの一部を紹介し·͢。

人権の視点から
　保護者支援を考える

⿟ ࠓ日のٛߨをडけた͜とで、ࣗ分が「͜のときど͏したらྑかͬたΜだΖ͏」とͬࢥていた೰み
の౴͑が分かり、スッΩϦし·した。͋と、h ड容とは相खをม͑Α͏としない͜とʱとい͏ݴ༿
が৺にڹき·した。อޢ者にそͬとدりఴͬていけるΑ͏にしていきたいで͢。

⿟ ࣗ 分はどΜな価஋؍を࣋ͬているか、࢟੎やଶ度はど͏か、相खのͪ࣋ؾにدりఴͬて話を聞い
ているかなど、ࢧԉ者としてのࣗ分をৼりฦるػ会になͬてྑかͬたで͢。正௚「相खに͜͏なͬ
て΄しい」とࢥいながら相खとかかわる͜とも͋ͬたΑ͏にࢥい·͢。そ͏ではなく、「相खࣗ身
がど͏なりたいか」を相खの話をしͬかりと聞きながら一ॹに͑ߟていくࢧԉ者で͋りたいで͢。
·た、相खのྑいと͜Ζやڧみ、࣋ͬているものに໨を޲ける͜とも大事にしていきたいとࢥい
·した。おとなだけでなくࢠどもにରしても大੾な͜とだとࢥい·͢。ৗにࣗ分ࣗ身の価஋؍や
かかわりํなどをݟ௚しながら「話を聞いてもら͑てྑかͬた」とͬࢥてもら͑るΑ͏なࢧԉ者
をΊ͟していきたいで͢。

【参加者アンケートより】

　日本のࢠҭてࢧԉの問題఺の̍つは、ࢧԉ者ଆがอޢ者にྫྷたいࢹ
఺を࣋ͪがͪで͋るとい͏͜とで͢。「なΜでࣗ分のࢠどもͻとりຬ଍
にҭてられないのʁ」「ࢠҭてࢧԉが਌を؁やかしてだΊに͢るので
はʁ」とい͏Α͏なࢠҭてを͢るଆに੹೚をԡしつける޲܏が͋り·
ԉ者ଆにࢧ本࢟੎としてجԉのࢧ。し·せΜࡏなどଘ「ᘳな਌׬」。͢

「͋なたが大੾で͢」とい͏ࢥいが఻わるコミϡχέーγϣンを৺がけ
·しΐ͏。
ҭて、コミϡχέーγϣࢠ఻ঝのない、ཱݽには、地域社会の่յにΑるܠらせているഎࠔԉ者ଆをࢧ　
ンのرബ化、情報の氾濫、ストϨス଱ੑのऑ·りなど、༷ ʑな問題が͋り·͢。ΑりΑいࢧԉのたΊには、
、ԉをしていく͜とが必ཁで͢。「Թかいがࢧて͑ߟԉ者ଆに͋る՝題Αりも社会に͋る՝題を一ॹにࢧ
ܾしてೃれೃれしくない、ྫྷ੩だがܾしてྫྷたくないద度なڑ཭やόϥンスのྑ͞」を大੾にࢧ、͑ߟ
ԉ͢る৔合のࣗ分ࣗ身のཱͪҐஔを֬ೝしていき·しΐ͏。

◆「あなたが大切です」という思いが伝わるコミュニケーション

　͜͜に໦が͋り·͢。͑ݟない地໘のԼには「ࠜ」が͋り·͢。「ࠜ」の部分をࢲた
ͪにஔき͑׵、そ͜にはࢠҭて؍やࢠども؍などの「価஋؍」が͋ると͑ߟてみ·しΐ
をڹにӨ؍ಈは、価஋ݴたͪのଶ度やࢲ。で͢「༿ݴ」は「ଶ度」、「༿」は「װ」。͏
डけてい·͢。͜の価஋؍は人から͑ݟるものでは͋り·せΜ。ଶ度やݴಈをࢦఠ͞
れても価஋؍がมわらなけれ͹ม化し·せΜ。そ͜でόイスςッΫの̓ݪଇ（έース
ϫーΫのݪଇ）などをৼりฦりながら、ࣗ分ࣗ身の価஋؍を「ࣗݾ఺ݕ」し·しΐ͏。
そ͏͢る͜とでΑりྑいࢧԉにつながり·͢。

◆ よりよい支援のための定期的な「自己点検」をしましょう
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